
一
般
家
庭
３
０
０
世
帯
の
１
カ
月
分
の
電
力
を
賄
え

る
Ｎ
Ａ
Ｓ
電
池
本
田
技
研
四
輪
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

先端研究高まるニーズ
ス
マ
ー
ト
社
会

世界市場に照準

ロ
ボ
ッ
ト

医
療
・
バ
イ
オ
分
野
開
拓

余
剰
電
力
で
農
業
支
援

人
と
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
働
け
る
新
型
双

腕
バ
イ
オ
ロ
ボ
ッ
ト

安
川
電
機

実用化に向け制度整備 宮
古
島
で
実
証
実
験

再
生
医
療

Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
自
家
培
養
表
皮
ジ
ェ
イ
ス
」
　

事
業
化
準
備
着
々
と
進
行

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
環

境
が
変
化
す
る
中
で
、
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
構
想

が
具
体
化
し
て
き
た
。
電
力

需
給
ひ
っ
迫
の
解
消
や
大
量

導
入
さ
れ
た
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
な
ど
、

場
所
あ
る
い
は
地
域
ご
と
の

課
題
解
決
を
目
的
と
し
た
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

開
発
が
進
展
。
こ
れ
ま
で
お

ぼ
ろ
げ
だ
っ
た
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
姿
が
、
技

術
研
究
か
ら
の
試
行
錯
誤
を

経
て
は
っ
き
り
と
し
て
き

た
。

　
ホ
ン
ダ
の
研
究
開
発
を
担

う
本
田
技
術
研
究
所
四
輪
Ｒ

＆
Ｄ
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
芳

賀
町

で
２
０
１
３
年
、
大

規
模
な
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

次
世
代
電
力
網

が
稼
働

し
た
。
要
と
な
る
の
が
一
度

に
１
万
２
０
０
０

の
大

電
力
を
放
出
で
き
る
ナ
ト
リ

ウ
ム
硫
黄

Ｎ
Ａ
Ｓ

電
池

だ
。
一
般
家
庭
３
０
０
世
帯

が
１
カ
月
生
活
で
き
る
８
万

６
４
０
０

時
を
充
電
で

き
る
容
量
も
備
え
る
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
実
験
設

備
が
稼
働
す
る
と
電
力
消
費

量
が
急
上
昇
す
る
た
め
、
電

力
会
社
の
契
約
電
力
を
超
え

な
い
よ
う
に
需
要
を
管
理
す

る
の
が
難
し
か
っ
た
。
構
築

し
た
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
は

需
要
の
増
加
に
合
わ
せ
て
Ｎ

Ａ
Ｓ
電
池
が
放
電
し
、
電
力

会
社
の
電
力
使
用
を
抑
え
る

ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
を
自
動
で
実

施
す
る
。

　
電
力
需
給
ひ
っ
迫
時
の
需

要
調
整
や
地
域
内
で
の
電
力

利
用
の
た
め
に
蓄
電
池
を
使

っ
た
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
構
想
が
各
地
に
あ
る
。

本
田
技
研
の
Ｒ
＆
Ｄ
セ
ン
タ

ー
は
東
京
ド
ー
ム

個
に
相

当
す
る
広
大
な
敷
地
が
あ

り
、
成
果
を
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
発
展
で
き
そ

う
だ
。

　
宮
古
島

沖
縄
県
宮
古
島

市

で
は
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
主
力
電
源
と
す
る
ス
マ
ー

ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
目
指

し
た
実
証
事
業
が
始
ま
っ

た
。
島
内
に
は
出
力
ベ
ー
ス

で
合
計
８
１
０
０

の
風

力
発
電
と
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

大
規
模
太
陽
光
発
電
所

が
導
入
済
み
。
最
大
電
力
需

要
の
５
万

の
う
ち

％

を
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
占
め

る
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

が
高
い
た
め
、
電
力
需
要
が

少
な
い
と
発
電
し
て
も
使
い

切
れ
な
い
余
剰
電
力
が
発
生

し
や
す
い
環
境
に
あ
る
。

　
実
証
で
は
余
剰
電
力
の
発

生
に
合
わ
せ
て
島
の
農
業
用

ポ
ン
プ
を
動
か
し
、
地
下
水

を
く
み
上
げ
て
ダ
ム
に
農
業

用
水
を
た
め
る
。
狙
い
通
り

に
機
能
す
れ
ば
余
剰
電
力
の

発
生
を
防
ぐ
た
め
に
再
生
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
発
電
を
あ
え
て

停
止
さ
せ
る
必
要
が
な
く
な

り
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
増
や
せ
る
。
島
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
支
援
に

も
な
る
。

　
実
証
に
は
沖
縄
県
、
宮
古

島
市
、
宮
古
テ
レ
ビ
、
三
井

物
産
、
東
芝
、
沖
縄
電
力
が

参
加
。

年
度
末
ま
で
が
事

業
期
間
に
な
り
、
電
力
需
要

監
視
の
実
証
が
先
行
し
て
始

ま
っ
た
。

　
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

拡
大
に
合
わ
せ
、
余
剰
電
力

対
策
が
必
要
に
な
っ
て
き

た
。
宮
古
島
の
よ
う
に
余
剰

電
力
を
使
い
こ
な
す
仕
組
み

が
整
え
ば
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
主
力
電
源
と
し
た
ス
マ

ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
各

地
に
誕
生
し
そ
う
だ
。

　
医
療
・
バ
イ
オ
分
野
へ
の

ロ
ボ
ッ
ト
普
及
が
本
格
化
し

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
主
に
自

動
車
や
電
機
業
界
の
製
造
現

場
で
設
備
導
入
さ
れ
、
医
療

・
バ
イ
オ
分
野
で
の
活
用
は

限
定
的
だ
っ
た
。
し
か
し
万

能
細
胞

ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

研

究
な
ど
先
端
研
究
の
盛
り
上

が
り
な
ど
で
製
薬
会
社
や
研

究
機
関
の
ロ
ボ
ッ
ト
需
要
が

増
加
。
ロ
ボ
ッ
ト
メ
ー
カ
ー

は
新
市
場
を
開
拓
す
る
た

め
、
先
端
技
術
を
盛
り
込
ん

だ
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
・
販
売

を
強
化
す
る
。

　
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
で
世
界

ト
ッ
プ
の
安
川
電
機
は
、
人

と
同
じ
ス
ペ
ー
ス
で
働
け
る

バ
イ
オ
ロ
ボ
ッ
ト
を
発
売
し

た
。
先
端
研
究
に
付
帯
す
る

分
析
前
処
理
作
業
と
い
っ
た

単
純
作
業
の
自
動
化
を
狙
っ

た
製
品
。
ダ
ブ
ル
ア
ー
ム
型

で
人
間
に
近
い
シ
ル
エ
ッ
ト

で
あ
る
た
め
、
現
在
人
手
に

頼
る
作
業
を
ロ
ボ
ッ
ト
に
置

き
換
え
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
洗
浄
の
し
や
す
さ
な

ど
を
考
慮
し
、
外
装
は
凹
凸

の
少
な
い
デ
ザ
イ
ン
を
採

用
。
ま
た
安
全
性
を
考
え
モ

ー
タ
ー
の
出
力
性
能
は
人
間

と
ロ
ボ
ッ
ト
が
一
緒
に
作
業

で
き
る
レ
ベ
ル
に
抑
え
た
。

人
間
と
ロ
ボ
ッ
ト
の
協
調
作

業
に
よ
る
作
業
の
効
率
化
を

実
現
す
る
も
の
で
、
安
川
電

機
の
担
当
者
は
「
先
端
研
究

分
野
で
は
付
帯
作
業
に
か
け

る
労
力
が
多
い
と
さ
れ
、
そ

の
サ
ポ
ー
ト
を
ロ
ボ
ッ
ト
が

受
け
持
つ
」
と
提
案
に
力
を

入
れ
る
。

　
日
本
で
初
め
て
産
業
用
ロ

ボ
ッ
ト
を
手
が
け
た
川
崎
重

工
業
は
、
医
薬
品
製
造
分
野

向
け
の
新
型
ロ
ボ
ッ
ト
「
Ｍ

Ｓ
０
０
５
Ｎ
」
を
発
売
し

た
。
外
装
を
オ
ー
ル
ス
テ
ン

レ
ス
で
設
計
し
、
ア
ル
カ
リ

洗
浄
液
に
対
す
る
恒
久
的
な

耐
性
を
備
え
る
。
ツ
ー
ル
用

ケ
ー
ブ
ル
は
フ
ラ
ン
ジ
ま
で

内
蔵
可
能
と
な
っ
て
お
り
周

辺
装
置
と
の
干
渉
領
域
を
最

小
化
、
狭
い
空
間
に
設
置
し

や
す
く
し
た
。

　
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
に

つ
い
て
も
進
め
る
。
シ
ス
メ

ッ
ク
ス

神
戸
市
中
央
区

と
共
同
で
医
療
用
ロ
ボ
ッ
ト

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
会
社
を

年
に
立
ち
上
げ
、

年
度

か
ら
の
開
発
着
手
を
予
定
す

る
。
川
崎
重
工
の
担
当
者
は

「
現
在
の
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
は
高
価
で
普
及
の
壁
に
な

る
。
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
と
連
携

し
安
価
な
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ

ト
を
開
発
し
た
い
」
と
意
気

込
む
。

　
先
端
研
究
の
現
場
は
ク
リ

ー
ン
ル
ー
ム
内
で
の
作
業
が

多
く
、
人
間
よ
り
衛
生
的
な

ロ
ボ
ッ
ト
が
役
立
つ
。
人
体

に
害
が
あ
る
薬
品
を
使
う
ケ

ー
ス
も
あ
り
、
安
全
面
で
も

ロ
ボ
ッ
ト
活
用
は
効
果
的

だ
。

　
現
在
、
医
療
・
バ
イ
オ
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
は
国
内
が
大

半
に
な
る
。
し
か
し
先
端
研

究
は
他
国
で
も
行
わ
れ
、
ロ

ボ
ッ
ト
化
の
ニ
ー
ズ
は
同
様

に
見
込
ま
れ
る
。
中
国
を
は

じ
め
と
し
た
新
興
国
が
経
済

成
長
し
て
い
け
ば
、
市
場
の

有
望
性
は
一
段
と
高
ま
る
。

　
再
生
医
療
の
実
用
化
に
向

け
た
制
度
整
備
が
進
み
、
産

業
界
で
も
こ
れ
に
呼
応
す
る

動
き
が
強
ま
っ
て
き
た
。
再

生
医
療
用
の
製
品
に
薬
事
制

度
上
の
特
例
措
置
「
条
件
・

期
限
付
き
承
認
制
度
」
を
適

用
す
る
「
医
薬
品
医
療
機
器

法
」

現
薬
事
法

な
ど
が

月
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
運

び
で
、
関
係
業
界
で
は
事
業

化
の
準
備
が
着
々
と
進
行
。

再
生
医
療
の
実
用
化
で
先
行

す
る
欧
米
な
ど
へ
の
巻
き
返

し
が
期
待
さ
れ
る
。

　
同
承
認
制
度
は
臨
床
試
験

で
安
全
性
や
一
定
の
治
療
効

果
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
試
験

の
症
例
数
が
少
な
く
て
も
暫

定
的
に
薬
事
承
認
を
与
え
、

そ
の
後
の
使
用
実
績
を
み
て

正
式
承
認
す
る
枠
組
み
。
生

き
た
細
胞
を
材
料
に
使
う
た

め
、
品
質
や
効
果
を
安
定
さ

せ
に
く
い
と
い
う
再
生
医
療

製
品
の
特
性
を
踏
ま
え
た
も

の
だ
。

　
医
療
機
関
に
限
定
し
て
い

た
再
生
医
療
向
け
細
胞
の
培

養
加
工
作
業
の
外
部
委
託
を

認
め
る
「
再
生
医
療
等
安
全

性
確
保
法
」
も
、
２
０
１
３

年

月
の
公
布
か
ら
１
年
以

内
に
施
行
さ
れ
る
。
一
連
の

制
度
整
備
で
再
生
医
療
向
け

製
品
に
対
す
る
薬
事
承
認
の

ハ
ー
ド
ル
が
下
が
り
、
細
胞

の
受
託
加
工
と
い
う
新
し
い

事
業
領
域
も
生
ま
れ
る
。

　
関
係
業
界
で
は
こ
れ
を
に

ら
ん
だ
動
き
が
活
発
化
し
て

い
る
。
メ
デ
ィ
ネ
ッ
ト
は
が

ん
治
療
を
目
的
と
す
る
免
疫

細
胞
の
加
工
品
で
、
同
承
認

の
手
続
き
を
進
め
る
た
め
の

新
会
社
「
メ
ド
セ
ル
」
を

年

月
に
創
設
。
一
方
で
本

体
は
細
胞
の
受
託
加
工
業
務

に
力
点
を
置
く
た
め
、

億

円
を
投
じ
て
新
し
い
加
工
施

設
を

年
後
半
に
東
京
都
品

川
区
に
完
成
さ
せ
る
。
ジ
ャ

パ
ン
・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

Ｊ
―
Ｔ
Ｅ

Ｃ

も
受
託
加
工
進
出
に
向

け
て
設
備
増
強
に
取
り
組

む
。

　
テ
ラ
も
免
疫
細
胞
の
一
種

「
樹
状
細
胞
」
を
応
用
し
た

ワ
ク
チ
ン
で
同
承
認
制
度
の

活
用
を
検
討
中
。
先
ご
ろ
設

立
し
た
新
会
社
「
テ
ラ
フ
ァ

ー
マ
」
を
事
業
主
体
と
し
、

九
州
大
学
と
共
同
開
発
中
の

樹
状
細
胞
ワ
ク
チ
ン
大
量
培

養
技
術
を
早
期
に
実
用
化
し

承
認
に
つ
な
げ
た
い
意
向

だ
。
セ
ル
シ
ー
ド
も
再
生
医

療
向
け
細
胞
シ
ー
ト

膜
状

に
培
養
し
た
細
胞
加
工
品

で
同
承
認
の
取
得
を
目
指
し

て
お
り
、
こ
れ
に
先
立
っ
て

細
胞
受
託
加
工
へ
の
進
出
を

検
討
中
。
研
究
機
関
向
け
に

細
胞
シ
ー
ト
を
提
供
し
、
臨

床
研
究
に
活
用
し
て
も
ら
う

こ
と
で
品
質
管
理
や
品
質
評

価
に
関
す
る
知
見
を
蓄
え
る

狙
い
だ
。

　
日
本
は
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞

万

能
細
胞

の
開
発
な
ど
基
礎

研
究
で
優
れ
た
成
果
を
上
げ

て
き
た
が
、
こ
の
間
に
薬
事

承
認
を
得
た
再
生
医
療
用
製

品
は
Ｊ
―
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
自
家
培

養
表
皮
と
自
家
培
養
軟
骨
の

わ
ず
か
２
品
。
米
国
の
９
品

や
欧
州
の

品
、
韓
国
の

品

い
ず
れ
も

年

月
時

点

に
水
を
空
け
ら
れ
て
お

り
、
今
後
の
巻
き
返
し
に
期

待
が
か
か
る
。
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